
































































































































































































































第 1編から順々に書かれたのではなく，まず第 2編「実在」，第 3編「善」が出来て，その後，







治 40年 4月印刷の『倫理学』55」である。したがって，それらは，『善の研究』の第 2編と第
3編との初出原本である。
また，第 1編「純粋経験」の原本は，従来，明治 41年 8月発行の『哲学雑誌』（第 23巻 258号）
に発表された「純粋経験と思惟，意志，及び知的直観」であるとされてきたが，茅野の考証に
よると同年の『北辰会雑誌』第 51号（6月 22日発行）と第 52号（6月 24日発行）の「附録」
に「純粋経験と思惟及意思」として掲載され，これが「第 1編の真の初出誌に当たる 56」とさ
れている 57。


















































































































































































































































































































たが，両者の提起した哲学の原理は，F.ベーコンの経験にしてもデカルトの cogito ergo sum
にしても，結局のところ直接的な経験ではなく，独断もしくは推理を含むものであった。そこ













  2 全集一，3−4頁。
  3 同上書，12頁。
  4 同上書，16頁。
  5 全集十六，（「初期草稿」「心理学講義」87−148頁），所収。務台理作によると明治 37年度の「心理学」
の講義用として書かれたもので，翌 38年 2月にはその草稿が完成したと思われる（同書「後記」）。
新版『西田幾多郎全集』第 24巻「年譜」でも同じ考えである。
  6 同上書，103頁。
  7 全集十三，（「小編」21−41頁），所収。本論は西田が公表することを目的に書いた最初の論文である。
なお，グリーン（T.H. Green 1836−1882）は，イギリスにドイツ観念論を導入したイギリス理想主義
の哲学者。
  8 同上書，23頁
  9 明治 27年 10月 24日付けの山本良吉宛の書簡。全集十八，31頁。




 14 この時期の論文としては，「美の説明」（明治 33年），「ベネヂクトス，スピノザ」（明治 33年），「カ



















 32 全集十八，76頁。この書簡の日付を旧版の『西田幾多郎全集』では，明治 39年ごろとしているが新




























 57 このことは新版の『西田幾多郎全集』第 24巻でも認められている。304頁。





































 91 詳しくは，北村浩一郎，1993年，「イドラと知性」（『川村学園女子大学研究紀要』第 4巻　第 1号　所
収）1−12頁や，1994年，「F. ベーコンの劇場のイドラ」（同上紀要，第 5巻　第 1号）1−14頁を参照
ください。
 92 F. ベーコン著，桂寿一訳，1978年，『ノヴム・オルガヌム（新機関）』，岩波文庫　102頁。
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 デカルト著，三輪正他訳，1993年，『増補版　デカルト著作集　3』，白水社，25頁。
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